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＜連絡事項＞

· 本日、東Ａユニット16号室内のベッド(現在、清水　徹様使用中)が破損しているのを清水様本人が発見し、スタッフが確認すると底の鉄の部分に亀裂が入っていた為違うベッドと交換しています。いつ、どのような状況で破損したのかは不明です。庶務に報告し破損伝票提出しています。

· 昨日、東Ａユニット14号室の壁に直径20ｃｍ程度の穴が開いているのをスタッフが発見しています。その後、小野寺　文明様本人から「イライラしてやった」と一昨日の夜に壁を破損した事を認めていますがイライラの理由は話されていません。庶務に報告し破損伝票提出し修理依頼しています。

・准看護学校アルバイト生の夏休みについて、学校から期間の通知が来ています。
一年生に関しては、7/25(火)～8/17(木)

二年生に関しては、7/25(火)～8/18(金)です。

なお二年生の臨地実習期間ですが、8/21(月)～11/20(月)の予定とのお知らせも合わせてありました。
· 本日から3日間(26･27･28日)精神科医療救急当番となっています。

· 明日の深夜のスタッフは、朝の寝具交換時にカバーを外した毛布を本部洗濯場へ持って行って下さい。

· 26日(水)～28日(金)の3日間、課内研修『口腔ケア』がメモリアルホールで行われます。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　格治様～昨日よりバチール（200）2Ｔ追加処方となっていましたが、「気分が落ち込む」

等の訴えあり、本日よりバチール(200)2T止めとなっています。

　　　　　　　　　　又、本人の日課として夜間、日記や反省文等の書き物をしているが、現在の部屋では他者が気になり集中できない為個室へ移動したいとの希望がありましたが、本人の希望時に診察室を21時～22時まで開放するという事で納得されています。診察室使用時は必ずスタッフの許可を得てから行い時間守って使用して頂く事伝えていきましょう。

· 八木橋　牧雄様～両足背に湿疹みられ、掻痒感の訴えあります。明日皮膚科受診お願いしま

す。

・田中　つな子様～昨日10：00、主治医と面談し11：10退院となっています。面談はスムーズに進み、御家族様からのクレーム等は聞かれませんでした。退院時処方は2週間分処方となり、次回の外来受診日は8/5（土）です。
· 療養環境調整のため部屋移動しています

小国　喜一様～12号室→10号室へ移室となっています。

曽我　正子様～10号室→12号室へ移室となっています。

· 阿部　文香様～昨日御家族より病状について主治医と面談したいと希望あり、面談行なって

います。長期入院となるようであれば現在の大部屋から個室へ移して欲しい

との要望が家族よりあり、主治医より個室への移動を検討して欲しいと話し

あります。GOMに報告し検討中です。

· 中森　みや子様～臨時薬継続処方となっています。

· 小国　喜一様～臨時薬継続処方となっています。

＜新入院患者様＞

　三村　れいこ様(57)　うつ病　任意入院　　主治医：田名部Dr.　　担当:小泉Ns

家族洗濯　　当院2回目の入院

(入院までの経過)

　　平成12年頃、夫の女性問題・借金問題により調子を崩しうつ的となる。周囲との関係が上手く築けず自殺を図り、同年より八戸市立市民病院への入退院を繰り返す。同年11.5うつ症状再燃し同院受診するが満床の為当院紹介され外来通院していた。しかし、平成15年7月通院中断。自宅で過ごす事が多くなり周期的にうつ症状再燃していた。平成18年6月頃より、仕事・借金等がストレスとなりうつ症状再燃するが服薬を拒否し症状改善しない為、平成18年7月24日当院受診し同日入院となっている。

　(入院後の経過)

　　トイレへ一人で行けない、レストランへ移動したくない等のスタッフに対する依存的な面が見られているが、説明と促しで行なう事できている。

　　前回の入院では、食事・水分摂取を拒否し全く受け付けず脱水症状みられ合併症室へ入院となっていました。日課･余暇の様子観察し表情など精神症状と合わせて身体症状や睡眠状態の観察も行なっていきましょう。

＜合併症室患者様＞

　田中　豊三様　

　　食事摂取量低下の為、昨日よりマーゲンチューブ挿入となっています。挿入後、嘔気・嘔吐なく経過しています。

本日主治医へ状態報告し、経口摂取については硬い物は避けプリンやヨーグルト類の軟らかい物なら良いとの事。口腔内ケアはネオヨジンガーグルで行って下さい。肛門より少量の鮮血みられていた事に関して主治医に報告し、ネリプロクト軟膏処方(2回/日)となっています。又、毎日排便があるようにコントロールし、予測指示(その日の15時までに排便がなければグリセリン浣腸行なう)と、毎夕シンラック30滴服用の指示は継続となっています。また、下痢便～水様便多量にある事から酸化マグネシウム3.0→1.5へ減薬となりマックメット混濁内服薬処方となっています。













